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慢性複雑性 尿路感 染 症 に対 す るCefoperazone(T-1551)の 使 用経 験

中牟田誠一 ・熊沢浄一 ・百瀬俊郎

九州大学医学部泌尿器科学教室

(主任:百 瀬俊郎教授)

P.aeruginosaを 含めた抗菌スペクトラムを有す る広域 セファロスポリン系抗生物質cefoperazone

(CPZ,T-1551)を,九 州大学泌尿器科入院患者で,慢 性複雑性腎盂腎炎5例 と慢性複雑性膀胱炎

3例 に使用した。投与方法は,6例 に1回1g,1日2回 静注 と,2例 に1回2g点 滴静注および

1回1g静 注であり,投 与期間は5日 間とした。

臨床効果は,著 効3例,有 効1例,無 効3例 であった。細菌学的には,E.coli 3株,P.aeruginosa

1株,Enterobacter 1株 は消失し,P.aeruginosa 2株,P.maltophilia 1株 は存続し,Klebsiella 1株

が投与後に出現した。自 ・他覚的副作用は全例に認められず,臨 床検査値 も本剤投与後異常値はみ

られなかった。

新合成セファロスポ リン系抗生物 質cefoperazone

(cPz,T-1551)は,Fig.1の ような構造を有 している。

本剤は,グ ラム陽性菌および陰性菌に対し広範囲な抗菌

スペクトラムを有し,特 にグ ラム陰性 菌 の うち,P.

aeruginosa,Enterobacterお よびindole(+)Proteusで

は,cefazolin,cephalothinよ り優れ てい て,ま た各種

細菌産生の β-lactamaseに 対 し強い抵抗性を示 す特長

がある1)。

われわれは,本 剤を慢性複雑性尿路感染症に対して使

用し,臨 床的成績を検討したのでその結果を報告する。

1.投 与対象と投与方法

昭和53年8月 より同年12月 まで九州大学医学部附属

病院泌尿器科入院患者のうち尿路に基礎疾患を有する慢

性複雑性尿路感染症と診断きれた8例 を対象とした。疾

患の内訳は慢性腎盂腎炎5例,慢 性膀胱炎3例 であり,

性別は,男 性4名,女 性4名 で,年 齢は,41歳 か ら70

歳までであった。投与方法は,6例 に1回1g,1日2

回静注と,2例 に1回29点 滴静注,1回1g静 注 とし,

投与期間は5日 間とした。

II.臨 床効果および副作用の判定

UTI薬 効評価基準(第 二版)2)に 準 じて臨床効果を判

定した。

Fig. 1 Chemical structure of CPZ

副作用については,ア レルギー反応など自 ・他覚的所

見を観察し,投与前後の臨床検査としては,末 梢血の白血

球,赤 血球,ヘ モグロビン,ヘ マトクリッ ト,お よび血

清化学でアルカリフォスファターぜ,GOT,GPT,BUN,

クレアチニンを測定 した。

III.成 績

投与8症 例は,Table 1に 示 す とお りである。UTI

グループ別では,G-1,1例(症 例6),G-3,3例(症

例2,3,4),G-4,2例(症 例5,8),G-6,1例

(症例7)で あった。

臨床効果は,投 与前の尿中細菌培養陰性例1例 を除き

7例 に判定した。その結果は,著 効3例,有 効1例,無

効3例 であった。

細菌学的効果は,起 炎菌のE.coli 3株 は全て消失し,

P.aeruginosa 3株 中1株 は消失 し,2株 は残存 した。

Enterobacter,P.maltophilia,不 詳 グ ラム陰性桿菌の混合

感染例では,Enterobacterは 消失し,P.maltophiliaは 残

存し,Klebsiellaが 新 たに菌交代して出現した。

IV.副 作 用

8例 ・全例について副作用を検討したが,自 ・他覚的

副作用は認められなかった。また投与前後の臨床検査値

は,末 梢血についてはFig.2に,血 清化 学については

Fig.3に 示 すとお りであるが,本 剤投与後に異 常値へ

の変動は全例にみられなかった。

V.考 按

尿路感染症の起炎菌の中でP.aeruginosaは,近 年増

加の傾向にあり,九 大泌尿器科外来では,1975～76年 に

は21.5%の 分離率でProteusに 次 いで多かった。その

薬剤感受性は,CBPCが40%,GMが66%,CLが100
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Fig. 2 Laboratory findings of

CPZ on peripheral blood
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Fig. 3 Laboratory findings of CPZ on blood chemistry
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%で,GMの 感受性率の低下がみられた8)。一方,抗 緑

膿菌抗生剤の開発は多数なされているが,ほ とんどが,

アミノグリコシドまたは合成ペニシリンであった。セフ

ァロスポリンでは,P.aeruginosaに 特 に感受性が強い

cefsulodinのがあったが,P.aeruginosaを 含 む広域スペ

クトラムを有するものは本剤が初めてである。

実際に本剤を投与した8例 中P.aeruginosaは3株 分

離きれたが,投 与後1株 のみ消失しその臨床効果は顕著

でなかった。これは尿路に基礎疾患を有する複雑性感染

症では,1日 投与量がセファロスポリンとしては比較的

少量である2～39で あったためか も知れ ない。Cefsu-

lodinのP.aeruginosa消 失率は54%で あった4)。ほか

の菌種についてみると,E.coliは3株 すべて消 失 し,

臨床的にも有効であった。Enterobacter 1株 も消 失 した

が,P.maltophilia 1株 は存 続 し,Klebsiella 1株 が 菌 交

代して現わ れた 。

副作 用 につ いて は,ア レル ギ ーな ど,自 ・他 覚 的 な も

の は全 例 認 め られ ず,臨 床 検 査 値 の 異 常 もみ られ な か っ

た こ とよ り,さ らに症 例 を 重 ね 臨 床 検 討 を 加 えな け れ ば

な らな いが,本 剤 がP.aeruginosaも 含 め た広 域 セ フ ァ

ロス ポ リン とい う特 長 を ふ ま えて 使 用 す れ ば,泌 尿 器 科

領 域 にお け る有 用 性 は あ る と思 わ れ た。
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EXPERIENCE WITH CEFOPERAZONE (T-1551) IN THE

TREATMENT. OF CHRONIC COMPLICATED

URINARY TRACT INFECTION

SEIICHI NAKAMUTA, JOICHI KUMAZAWA and SHUNRO MOMOSE.

Department of Urology, Kyushu University, School of Medicine

(Director: Prof. S. MomosE)

1) Cefoperazone (CPZ, T-1551) was administered to 8 cases in department of
Urology, Kyushu University hospital, diagnosed as chronic complicated urinary tract
infection.

2) CPZ was injected intravenously with 2 or 3 gr per day for 5 days.
3) The clinical results were excellent in 3 cases, good in 1 and poor in 3, with

effective rate of 57%.
4) No subjective side effects and abnormal laboratory findings were observed in

this investigation.


